
野生動物救護獣医師協会は、保護された傷病野生鳥獣の救護活動を通じて市民の野生鳥獣保護思想の高揚をはかる

とともに、地球環境保護思想の定着化を目指しています。そのために、常に世界の情勢を学び、会員相互の連絡、

交流を行い、治療、研究および知識の普及をはかり、社会に貢献していくことを目的としています。
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(特定非営利活動）

金額 金額
1,178,000

540,000 435,999

9,057,700 0

0 7,057,686

43,797 13,324

6,643 7,294

242,100 0

0 200,177

144,950 57,500

2,152,894

0

11,213,190 9,924,874

1,288,316

-70,000

34,486,233

35,704,549

＜平成2６年度の主な事業実績＞
　・環境省水鳥救護研修センター業務請負事業（水鳥救護研修・情報整備事業等）
　・同請負事業及び東京都の協力による現地研修（東京都小笠原村父島）の実施
　・日本獣医生命科学大学、東京環境工科専門学校 等委託特別実習の開催
　・傷病鳥獣救護活動、および診療カルテの集約、学会参加等
　・「ヒナを拾わないで!!」キャンペーンの実施（共催）
　・ボランティア向け講習会の開催
　・関係団体との事業協力および事業への参加（本部、各支部）
　・学術講習会の開催（東京都支部、本部）
　・動物感謝デー、東京港野鳥公園ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ等に出展（本部、東京都支部）
　・神奈川県野生動物リハビリテーター養成事業（神奈川支部）
　・東京都内にてリハビリテーター養成講習会の開催　　　　　　　　　　　　　　－その他

金額 金額
1,150,000

500,000 430,000

8,800,000 20,000

0 7,260,000

50,000 20,000

0 10,000

0 10,000

0 200,000

150,000 100,000

2,300,000

租税公課（消費税） 300,000

当期合計金額 10,650,000 当期合計金額 10,650,000

前期繰越収支差額 35,704,549 当期収支差額 0

法人税等充当金 0

時期繰越収支差額 35,704,549

事業費

①傷病野生動物の救護と野生復帰

⑧収益事業原価収益事業収入

法人税等充当金

預金利息

雑収入

当期合計金額

収益事業会計繰入金

当期合計金額

租税公課（消費税）

⑤生物多様性の保全に関する事業

⑥野生動物の救護施設に関する事業

⑦他団体との交流

年会費収入

事業収入

委託事業収入

補助金収入

寄付金収入

平　成　２ ７　年　度　総　会　報　告　（収支報告）

　平成２７年３月２８日（土）に平成２７年度総会がWRV・立川事務所にて開催され、全ての審議案件について

承認されました。以下に、平成２６年度収支報告・平成２７年度収支予算を改めてご報告致します。

会　計　報　告

収入の部 支出の部

平成2６年度収支報告書（平成26年1月1日から平成26年12月31日まで。単位：円）

②病性鑑定及び疫学調査

③学会報告、会報、講習会、ＨＰ等

④野生動物の傷病予防に関する事業

年会費収入 事業費

支出の部収入の部

次期繰越収支差額

平成2７年度予算案（平成27年1月1日から平成27年12月31日まで。単位：円）

管理費

当期収支差額

前期繰越収支差額

事業収入 ①傷病野生動物の救護と野生復帰

委託事業収入 ②病性鑑定及び疫学調査

補助金収入 ③学会報告、会報、講習会、ＨＰ等

④野生動物の傷病予防に関すること

預金利息 ⑤生物多様性の保全に関すること

雑収入 ⑥野生動物の救護施設に関する事業

寄付金収入

管理費

収益事業会計繰入金 ⑦他団体との交流

収益事業収入 収益事業原価
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福島県鳥獣保護センター 
福島県自然保護課・鳥獣保護センター職員一同 

 
１．福島県鳥獣保護センターの役割 

  福島県鳥獣保護センターは、傷病野生動物の救護活動を行うために、昭和５７年に開

設されて以来、県内各地から搬送されてきた傷病野生動物の治療及び野生復帰などの救

護活動を行ってきました。 
  近年、人間のライフスタイルや産業構造などの社会状況の変化により野生動物を取り

巻く環境は大きく変化し、野生動物の生息が脅かされるようになった一方で、野生動物

の市街地への出没や恒常的な農林水産業被害の発生等により、人とのあつれきが問題に

なってきて、野生動物を専門に扱う鳥獣保護センターに求められる役割は傷病野生動物

の救護活動にとどまらず、拡大・多様化してきています。 
  また、福島県においては、東京電力福島第 

一原子力発電所の事故が発生し、放射性物質 
が野生動物や生態系に対しどのような影響を 
与えるのか、今後、長期的に継続して調査す 
る必要が生じ、野生動物への対応がますます 
困難かつ複雑になっているところです。 

  現在、県から委託を受けた外部団体が、鳥 
 獣保護センターの運営及び野生鳥獣の保護・ 

治療を行っていますが、今後、鳥獣保護セン 
ターに求められる役割が広がる中、体制の整 
備が急務となっています。 

 
２．傷病野生動物の救護活動 

（１） 鳥獣保護センターにおける救護数と野生復帰率の推移 （単位：頭羽） 

鳥獣保護センターの保護状況推移
年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
鳥類（羽） 207 209 168 175 117 118
獣類（頭） 55 59 70 65 49 51
計（頭羽） 262 268 238 240 166 169
鳥類（羽） 52 62 58 66 34 37
獣類（頭） 19 21 19 18 18 13
計（頭羽） 71 83 77 84 52 50
復帰率 27% 31% 32% 35% 31% 30%

保
護
数
野
生
復
帰   

  鳥獣保護センターには年平均２２０件あまりの、弱ったり、怪我をした野生動物が運

び込まれ治療を受けますが、その内の約３０％が無事に野生に帰って行きます。 
【ダイサギの保護治療（H27 年 2 月 21 日保護）】 
  平成２７年２月２１日、一般の方が川原を散歩中にトラバサミ（※）に左脚を挟まれ

たダイサギを発見・保護し、そのまま抱えて鳥獣保護センターに運び込んできました。 
  左肢第四指が完全骨折していましたが、幸いに、出血もあまりなく起立できていまし

たので、麻酔をかけ左肢第四指を切断、強制的に給餌を行い体力の回復を待ちました。 

施設紹介 



9 
 

１０日後、収容箱を開けると綺麗に飛び立ち、無事、野生へと帰って行きました。 

       
※トラバサミ：狩猟用具でトラバサミを使った狩猟は法律で禁止されています。この件について、ダイ

サギの保護・治療と同時に警察等、関係機関への通報を行いました。 

（２）救護体制 

  鳥獣保護センターには常勤の獣医師１名と動物管理員３名が交代で勤務し、３６５日

傷病野生動物の治療にあたっています。その他に、動物病院を開業されている獣医師１

名が非常勤として治療の協力を行っています。 
  また、県内で動物病院を開業されている獣医師の方に、野生動物の保護・治療に御理

解をいただき、「ＥＲドクター」として登録、初期治療の協力をお願いしています。 
 
３．鳥獣保護センターの方向性 

  鳥獣保護センターに求められる役割が拡大・複雑化する中で、次の 4 つの機能の連携

により、人と野生動物の共生をはじめとした「生物多様性の保全」を目指し、鳥獣保護

センターの体制を整備検討しているところです。 
 
 
            人と野生動物に関わる問題への対応 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                
           
          放射線汚染等への対応 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

放射線汚染等への対応 

 
 

 

放射線汚染等への対応 

人と野生動物の共生 

県民が将来にわたり安心して暮らせる環境の創造 

３ 環境モニタリング 

◆放射線モニタリング  
 ◆研究機関との連携  
 ◆データベースの構築  

４ 環境教育 

 ◆学校教育・生涯学習との連携  
 ◆情報の収集・発信・普及啓発  
 ◆施設の公開  

４つの機能の連携 

人と野生動物に関わる問題への対応 

生物多様性の保全 

１ 野生動物の保護管理 

 ◆野生動物対策に関するシンクタンク
機能としての科学的・技術的な助言  

 ◆野生動物対策の調査・研究  
 ◆感染症対策の調査・研究  

２ 野生動物の救護 

 ◆傷病野生動物の治療・野生復帰  
 ◆安楽死個体等の学術的な活用  

 ◆法律等の規定による保護する必要の
ある種の終生飼養  
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◆平成２７年度「ヒナを拾わないで!! キャンペーン」◆ 

 
                           ＷＲＶ事務局 箕輪 多津男 
 

ＷＲＶでは、（公財）日本鳥類保護連盟及び（公財）日本野鳥の会との共催により、平成 
27 年度もこれまでと変わらず、「ヒナを拾わないで!! キャンペーン」を実施致しております。 
 本年度のキャンペーンに関して、当協会あてにご協賛いただきました団体（または企業）

は、それぞれ以下の通りとなっておりますが、今回は昨年をさらに上回り、これまでで最

も多い 47団体となりました。ポスターにも既にご芳名を掲載させていただいておりますが、

昨今の厳しい経済情勢の中、多大なるお力添えを賜わり、誠にありがとうございました。

ここに、改めて深く感謝申し上げます。 
 

＜ヒナを拾わないでキャンペーン／協賛団体リスト＞（４７団体：五十音順） 

 
公益社団法人 愛知県獣医師会                公益社団法人 秋田県獣医師会 
公益社団法人 石川県獣医師会        イソップ薬品 株式会社 
一般社団法人 茨城県獣医師会          一般社団法人 岩手県獣医師会 
おおくぼ動物病院               公益社団法人 大阪市獣医師会 
公益社団法人 大阪府獣医師会        大宮国際動物専門学校 
公益社団法人 北九州市獣医師会       公益社団法人 岐阜県獣医師会 
公益社団法人 京都市獣医師会        公益社団法人 京都府獣医師会 
株式会社 キリカン洋行           公益社団法人 神戸市獣医師会 
国際動物専門学校              公益社団法人 滋賀県獣医師会 
公益社団法人 静岡県獣医師会        NPO 法人 自然環境アカデミー 
高尾霊園犬猫墓地              公益社団法人 千葉県獣医師会 
東京環境工科専門学校            公益社団法人 東京都獣医師会 
公益財団法人 動物臨床医学研究所      公益社団法人 栃木県獣医師会 
中津動物病院                公益社団法人 名古屋市獣医師会 
公益社団法人 新潟県獣医師会        新妻動物病院 
公益社団法人 日本獣医師会         公益社団法人 日本動物病院協会 
一般社団法人 兵庫県獣医師会        文永堂出版 株式会社 
公益社団法人 北海道獣医師会        公益社団法人 三重県獣医師会 
一般社団法人 宮崎県獣医師会        武蔵村山ペットメモリアルパーク 
ムナテックス 株式会社           森久保薬品 株式会社 
野生動物ボランティアセンター        野生動物リハビリテーター協会 
公益社団法人 山口県獣医師会           公益社団法人 横浜市獣医師会 
株式会社 吉元               予防医学教育研究所 
公益社団法人 和歌山県獣医師会 
  
 会員の皆様には、前号のニュースレターとともに既にポスターをお送りさせていただき

ましたが、本キャンペーンの主旨をお汲み取りいただき、今後ともその普及啓発のために

ご協力いただければ幸いに存じます。 
 身近な野鳥を始めとする野生動物の生息状況や生息環境については、様々な研究者によ

る調査結果等を見ましても、決して好ましい方向に向かっているとは言い難い模様です。 
 ＷＲＶでは、そうした現状に対してできる限り対応を図るべく、永続的に活動を展開し

ていきたいと考えております。また、傷病野生鳥獣の救護活動につきましても、より一層

の尽力をしてまいる所存ですので、皆様のご支援とご協力を、これからもよろしくお願い

申し上げます。 
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